
上記は、都尾元宣教授（朝日大学）よりご提供頂いた臨床のケースです。

特長 支台歯の形成や技工操作は通常の支台歯(根面)形成・根面板の製作・磁石構造体の取付けとシンプルな

工程からなります。高度な治療技術でありながら、特殊な器具が不要です。

製品情報 （天然歯用）

/

仕様

上顎両側犬歯を支台歯としてマグ
フィットを維持装置とするオーバー
デンチャーを作製します。

術前の口腔内

根面形成、根管形成を行い、回転
防止溝を付与し、支台歯形成を行
います。

診断用ゲージを使い、高径と歯根
断面を確認し、使用する磁石を決
定します。

作業用模型上、キーパのロウ型へ
の溶接は咬合平面と平行になるよ
うにします。

キーパを鋳接した根面板を酸洗
し、研磨仕上げした後、支台歯へセ
メント合着します。

磁石の位置決めをした後、義歯を
口腔内に装着し、磁石構造体との
間のスペースを確保します。

常温重合レジンとの接着強度を高
めるため、アルミナサンドブラスト
処理を施し、金属プライマーを塗布
します。 

磁石構造体合着は、義歯の調整が
完了し た１～２週間後に行います。

完成義歯を口腔内に装着した状態
です。

ベベル or 
シャンファー
面取り

凹版

回転
防止溝

合釘の長さは
歯根の1/2～1/3

歯肉よりわずかに
根面を低く

01 支台歯形成02 マグフィットの選択03

キーパの溶接04 根面の合着05 磁石スペースの確保06

サンドブラスト処理07 磁石構造体の合着08 磁石式義歯の完成09

基本臨床ステップ

参考
● MRI撮像におけるアーチファクト（画像障害像）：写真1  
　（資料提供：東京医科歯科大学大学院 摂食機能構築学） 
　磁性材料（キーパ）が装着された補綴物近傍にはアーチ 
　ファクトが発生し、口腔内の診断などに支障が出る場合
　がある。
●アーチファクトの大きさの比較：図1
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使用上の注意
●支台歯の形成を凹面状（直径 約4.0mm）にすると吸着面を低くすることができます。（図2参照）
●クリアランスは、約5.0mm以上が適当です。
●キーパを鋳造する際には、専用の鋳造治具を使用してください。（写真2参照）

図2　支台歯形成 写真2　鋳造治具

キーパあり
写真1　MRI撮像におけるアーチファクト 図1　アーチファクトの大きさの比較
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医療機器認証番号　マグフィットDX : 21500BZZ00411000
　　　　　　　　　リムーブキーパー : 21100BZZ00752000
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寸法

磁石構造体

キーパ 一式

高径（mm）
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仕上げ後高径（mm）
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 ● キーパ可撤式
● キーパを簡単に取り外せ、MRI検査に対応
● キーパを直接鋳接しないため、キーパ表面の研磨・酸処理が不要になり、吸引力低下を防止

本ページ掲載の製品のご購入は、ケーオーデンタル株式会社へお願いいたします。
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